
選択科目    

令和 年度 技術士第二次試験答案用紙 

 

 
 

  

技術部門                   部門  

専門とする事項   

○解答欄の記入は、1 マスにつき 1 文字とすること。なお、英字・数字は 1 マスに 2 文字を目安とする。 

受験番号 

問題番号Ⅰ－ 

●答案用紙の解答欄の枠内に記載した解答のみ採点対象とします。                              24 字×25字 

← 解答する問題番号（１又は２）を点線の枠内に必ず記入すること。 

●受験番号、技術部門、選択科目、専門とする事項及び問題番号の

欄は必ず記入すること。 

１ ． 多 面 的 な 観 点 と 課 題  

（ １ ） い か に 省 人 化 す る か  

建 設 業 は 、 依 然 と し て 全 産 業 平 均 と 比 べ 労 働 時 間 が

長 い 状 況 に あ る 。 ま た 、 令 和 ６ 年 度 か ら 時 間 外 労 働 の

上 限 規 制 が 適 用 と な り 更 な る 労 働 力 の 低 下 が 懸 念 さ れ

る 。 そ の た め 、 建 設 業 に お け る Ｄ Ｘ 化 を 加 速 さ せ 、 不

足 す る 労 働 力 を 補 う 必 要 が あ る 。 よ っ て 、 生 産 性 の 観

点 か ら Ｉ Ｃ Ｔ 技 術 の 活 用 に よ る 省 人 化 が 課 題 で あ る 。  

（ ２ ） い か に 産 官 学 の 連 携 を 推 進 す る か  

 人 口 減 少 化 ① に お け る 持 続 的 な イ ン フ ラ 整 備 を 推 進

す る た め に は 、 従 来 の 手 法 に 捉 わ れ ず 、 産 学 が 開 発 す

る 様 々 な 新 技 術 を 積 極 的 に 取 り 入 れ て い く 必 要 が あ る 。

自 治 体 に お い て も 、 積 極 的 に 新 技 術 を 導 入 し 、 持 続 的

に 社 会 資 本 整 備 を 推 進 す る こ と が 重 要 で あ る ② 。 よ っ

て 、 体 制 面 の 観 点 か ら 、 産 官 学 の 連 携 が 課 題 で あ る 。  

 

（ ３ ） い か に 入 札 制 度 の 適 正 化 を 図 る か  

 従 来 の 入 札 制 度 で は 、 行 き 過 ぎ た 価 格 競 争 等 に よ り

ダ ン ピ ン グ 受 注 等 が 発 生 し て い た ③ 。 そ の た め 、 入 札

時 に は 価 格 だ け で な く 、 Ｉ Ｃ Ｔ 技 術 の 活 用 等 、 生 産 性

の 向 上 の 取 組 を 評 価 す る こ と が 重 要 で あ る 。 よ っ て 、

制 度 面 の 観 点 か ら 、 入 札 制 度 が 課 題 で あ る 。  

① →「下」 

② 前文で積極的に取り入れていく必要性を説明していますので、ここに自治体も含まれていませんか

（前文はインフラ整備進める人たちが主語だと思います）。重複表現です。 
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２ ． 最 も 重 要 な 課 題 と そ の 理 由  

 人 手 不 足 に よ る 社 会 資 本 整 備 の 遅 れ は 、 人 命 に 関 わ

る こ と に な る 。 よ っ て 、 「 い か に 省 人 化 す る か 」 を 最

重 要 課 題 に 選 定 し 、 以 下 に 解 決 策 を 述 べ る 。  

（ １ ） 調 査 ・ 設 計 フ ェ ー ズ  

① ３ Ｄ 都 市 モ デ ル  

 都 市 部 で の 建 設 工 事 で は 、 資 機 材 搬 出 入 や 住 環 境 に

配 慮 し た 工 事 車 両 の ア ク セ ス ル ー ト 選 定 が 重 要 で あ る 。

そ こ で 、 Ｐ Ｌ Ａ Ｔ Ｅ Ａ Ｕ に よ る ル ー ト シ ミ ュ レ ー シ ョ

ン を 推 進 す る 。 例 え ば 、 ３ Ｄ 都 市 モ デ ル か ら 現 場 状 況

を 確 認 し 、 交 差 点 形 状 や 道 路 構 造 物 等 の 影 響 を 踏 ま え

た ル ー ト 検 討 を 行 う 。 現 地 に 出 向 く こ と な く ル ー ト を

計 画 す る こ と で 、 施 工 管 理 の 負 担 軽 減 と 効 率 化 を 図 る

④ 。  

 

② Ｂ Ｉ Ｍ ／ Ｃ Ｉ Ｍ  

④ 交差点形状や道路構造物は２次元データでも検討可能であるため、３Ｄ都市モデルの特徴を生かす

例示にした方がもっと良くなると思います。例えば、「3D 都市モデルの持つ建物の形状情報と道

路の幅員等のデータを組み合わせ、騒音レベルをシミュレートする。その結果をもとに、ルー

トシミュレータに取り込み円滑な工事計画の立案・調整に活用することで、住環境の保全と施

工管理の負担軽減を図る」などが考えられます。 

③ デジタル技術を適切に評価できないから、ダンピングが発生したわけではありません。よって、ダ

ンピングという背景は、デジタル化との関連性が希薄です。積算基準がないとか、評価尺度がない

とか、電子納品等が進まないとかデジタル技術と入札制度に関連する問題点を記述すべきです。 
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 複 雑 な 地 形 等 が 存 在 す る 工 事 現 場 で は 、 施 工 計 画 の

検 討 に 時 間 と 労 力 を 要 す る 。 そ こ で 、 Ｕ Ａ Ｖ で 得 た 点

群 地 形 デ ー タ を ３ Ｄ モ デ ル 化 し 現 地 形 状 を 再 現 す る ⑤ 。

例 え ば 、 高 架 橋 の 支 保 工 計 画 を 検 討 時 で は ⑥ 、 高 低 差

や 施 工 位 置 を 同 時 に 可 視 化 し 、 精 密 な 検 討 を 実 施 す る 。

こ れ に よ り 、 計 画 業 務 の 質 ・ 量 ⑦ を 共 に 向 上 さ せ る 。  

 

（ ２ ） 施 工 フ ェ ー ズ  

① i  -  C o n s t r u c t i o n  

 i - C o n s t r u c t i o n を 導 入 し 、 施 工 管 理 の 作 業 時 間 を

短 縮 す る 。 例 え ば 路 面 切 削 工 で は 、 事 前 に 地 上 型 レ ー

ザ ー に よ り 測 量 を 行 い 、 取 得 し た 点 群 デ ー タ を 基 に ３

D モ デ ル 化 を 行 う 。 設 計 デ ー タ を 路 面 切 削 機 に 入 力 し

た Ｔ Ｓ に よ り 機 械 位 置 を 追 尾 し 、 設 定 し た 切 断 厚 さ で

切 削 し た 後 ３ D デ ー タ か ら 出 来 形 管 理 を 行 う 。  

③ ３ Ｄ プ リ ン タ 施 工  

 ３ Ｄ プ リ ン タ 施 工 に よ り 、 構 造 物 築 造 時 に お け る 施

工 作 業 の 縮 減 を 図 る 。 例 え ば 擁 壁 工 で は 、 法 面 の 傾 斜

⑤ UAV でデータ取得することが前提となっていますが、これも重要な解決策ではありませんか。ま

た、見出しが BIM/CIM なので、BIM/CIM の特徴を生した形での説明が求められます。→「一連の建

設生産・管理システムの効率化・高度化を図るため、BIM/CIM を導入する。モデリングにあたって

は、UAVを用いて点群データを取得する。」 

⑥ →「計画を検討する段階では」 

⑦ 業務量が増加するように読めてしまいます。また、⑤の修正を採用した場合、効率化・高度化を図

るためと言っているので、この一文は不要になります。 



令和 年度 技術士第二次試験答案用紙 

 

 

○解答欄の記入は、1 マスにつき 1 文字とすること。なお、英字・数字は 1マスに２文字を目安とする。 

●答案用紙の解答欄の枠内に記載した解答のみ採点対象とします。                              24 字×25字 

を レ ー ザ ー 測 量 し 造 形 ツ ー ル パ ス を 生 成 す る 。 こ れ に

基 づ き 、 コ ン ク リ ー ト の 積 層 に よ っ て 構 造 物 を 造 形 す

る 。 曲 面 等 の 複 雑 な 地 盤 形 状 で も 形 状 変 化 に 追 従 し た

造 形 が 可 能 と な り 、 大 幅 な 工 期 短 縮 も 期 待 で き る 。  

（ ３ ） 維 持 管 理 フ ェ ー ズ 。  

 ３ 次 元 点 群 デ ー タ ⑧ を 活 用 し 、 施 設 管 理 の 効 率 化 を

図 る 。 例 え ば 舗 装 修 繕 で は 、 Ａ Ｉ 劣 化 診 断 と 併 用 し て

⑨ 舗 装 劣 化 指 標 と 打 ち 換 え 必 要 面 積 を 算 出 し 、 工 事 費

用 を 自 動 的 に 計 算 す る 。 ま た 、 こ れ ら の 情 報 を イ ン フ

ラ デ ー タ プ ラ ッ ト フ ォ ー ム に 取 り 込 み 、 オ ー プ ン デ ー

タ 化 す る 。 こ れ に よ り 、 自 治 体 や 民 間 企 業 と 連 携 し た

補 修 技 術 の 検 討 や 新 技 術 の 開 発 を 促 進 す る ⑩ 。  

 

３ ． 新 た な リ ス ク と 対 応 策  

 Ｉ Ｃ Ｔ 技 術 に 頼 り 仕 組 み を 理 解 せ ず に 現 場 が 完 成 す

る こ と で 、 若 手 技 術 者 の 技 術 力 が 低 下 す る リ ス ク が あ

る 。 対 応 策 と し て 、 熟 練 技 術 者 と の Ｏ Ｊ Ｔ 教 育 や 技 術

検 定 を 実 施 す る 。 ま た 、 Ｅ Ｃ Ｉ 方 式 に よ り 社 外 技 術 者

と 意 見 交 換 を 行 う こ と で 、 技 術 力 の 向 上 を 図 る 。  

４ ． 必 要 な 要 件 と 留 意 点  

⑧ AIにも触れておきましょう。→「３次元点群データと AI技術」 

⑨ 併用というともともと何かがあって、併せて用いる状態です。もともとあるものが記述されていま

せん。併用ではなく単純に「AI劣化診断により」で文脈は通ると思います。 

⑩ 誰と誰が連携するのか判然としません。連携する対象者は特定する必要がないと思いますので、関

係者で表現してはいかがでしょうか。→「関係者同士の連携を促し、」 
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業 務 に あ た っ て は 、 常 に 社 会 全 体 に お け る 公 益 を 確

保 す る 観 点 と 、 安 全 ・ 安 心 な 社 会 資 本 ス ト ッ ク を 構 築

し て 維 持 し 続 け る 観 点 を 持 つ 必 要 が あ る 。 業 務 の 各 段

階 で 常 に こ れ ら を 意 識 す る よ う 留 意 す る 。   以 上  


